
戦
禍
を
免
れ
た
一
身
田

付
近
で
５
件
、
三
番
目
は
一

入
口
で
の
事
故
も
複
数
件

ケ
ー
ス
が
多
い
と
云
う
。

寺
内
町
や
そ
の
周
辺
は
道

身
田
郵
便
局
前
で
４
件
、
こ
の

起
き
て
い
る
。

「
事
故
を
防
ぐ
に
は
マ
ナ
ー

路
が
狭
く
、
し
か
も
見
通
し

付
近
が
ワ
ー
ス
ト
３
で
あ
る
。

何
故
こ
の
よ
う
な
場
所
で

ア
ッ
プ
が
第
一
。
も
う
一
度

が
悪
い
。
高
田
本
山
唐
門
前

第
三
銀
行
前
の
交
差
点
で
は

事
故
が
多
い
か
に
つ
い
て
、
初
め
て
免
許
を
取
っ
た
時

か
ら
一
身
田
小
学
校
前
の

右
左
折
事
故
と
追
突
事
故
、
津
警
察
署
交
通
第
一
課
の

を
思
い
出
し
て
下
さ
い
」
と

道
路
や
一
身
田
郵
便
局
前

二
百
石
北
詰
と
郵
便
局
前
で

間
部
さ
ん
は
、「
無
理
な
運

訴
え
る
。

平
成

年
度
が
始
動
し
て
四
半
期
が
過
ぎ
た
。
一
身
田
地
区
が
抱
え
る
自
治
や
福

ま
た
、
文
化
的
な
活
動
と

◇
環
境
問
題
へ
の
対
応
は

の
Ｔ
字
路
（
変
則
交
差
点
）
で

は
見
通
し
の
悪
さ
と
狭
路
で

転
」
を
挙
げ
る
。
右
折
、
左

三
重
県
警
が
交
通
死
亡
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祉
、
環
境
、
美
化
、
防
災
、
防
犯
、
な
ど
な
ど
の
問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
。
一
身
田
地
区

し
て
は
、
自
治
会
の
組
織
で

䦍
望
木
氏

は
、
譲
り
合
い
の
気
持
ち
が

接
触
事
故
（
物
損
事
故
）
が
多

折
を
無
理
に
行
う
、
急
い

事
故
抑
止
の
た
め
、
シ
ル
バ

連
合
会
会
長
の
望
木
氏
と
一
身
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
水
谷
氏
に
安
心
・
あ
る『
フ
ラ
ワ
ー
委
員
会
』

こ
こ
数
年
、
志
登
茂
団
地

な
け
れ
ば
対
向
す
る
の
も
難

発
。
そ
の
他
、
衣
料
ス
ー
パ
ー

で
通
過
し
よ
う
と
前
を
見

ー
対
策
（
高
齢
者
の
交
通

安
全
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て
の
抱
負
を
伺
っ
た
。

が
一
身
田
小
や
一
身
田

住
民
を
悩
ま
せ
て
き
た
カ
ワ

儀
で
あ
る
。
ま
た
、
岩
崎
病

や
食
品
ス
ー
パ
ー
か
ら
の

出

ず
に
追
突
事
故
を
起
こ
す

事
故
防
止
）
、
シ
ー
ト
ベ
ル

中
、
地
区
の
公
共
施
設
な

ウ
は
、
住
民
と
市
と
の
協
働

院
の
交
差
点
で
は
優
先
道

ト
（
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

◇
今
後
の
優
先
課
題
は

当
面
の
対
策
と
し
て
側
溝
に

䦍
望
木
氏

ど
に
花
を
植
え
る
取
り
組

で
解
決
の
方
向
に
近
づ
い
て

路
は
ど
ち
ら
か
は
地
元
民
で

促
進
）
、
サ
ケ
（
飲
酒
運
転

䦍
望
木
氏

蓋
を
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

一
身
田
地
区
で
も
様
々

み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

い
る
。
ま
た
、
平
野
地
区
で

な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。

根
絶
）
、
ス
ピ
ー
ド
（
速
度

小
学
校
の
砂
ぼ
こ
り
対

て
い
る
。

な
犯
罪
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

寄
せ
植
え
研
修
や
先
進
的

は
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
を
行

一
身
田
交
番
管
轄
（
一
身

抑
制
）
の『
重
点
４
Ｓ
対
策
』

策
で
あ
る
。
近
隣
の
住
民
に

◇
防
災
へ
の
取
り
組
み
は

と
か
ら
も
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

う
な
ど
の
対
策
を
進
め
て
い

田
・
白
塚
・
栗
真
・
大
里
・
河

を
推
進
す
る
。

ま
た
、
７

と
っ
て
は
四
十
年
来
の
悲
願

䦍
望
木
氏

Ｄ
化
を
進
め
て
い
く
。
ま

地
域
へ
の
視
察
、
寺
内
町
を

る
。

辺
地
区
）
内
の
平
成

年

月

日
（
火
）
～

日
（
木
）
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で
も
あ
る
。
昨
年
度
、
そ
の

中
区
自
治
会
の
岡
野
自

た
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
も

中
心
に
し
た「
夏
の
お
も
て

䦍
水
谷
氏

（
１
月
１
日
～

月

日
）

ま
で「
夏
の
交
通
安
全
県

12

31

対
策
と
し
て
市
よ
り
『
飛
散

治
会
長
を
中
心
に
津
市
の

有
効
と
考
え
て
い
る
が
、
映

な
し
」
と
し
て
の
ス
イ
レ
ン
の

見
当
山
に
生
息
す
る
イ
ノ

一
身
田
地
区
で
の
交
通
事

民
運
動
」
を
行
う
。
思
い
や

し
に
く
い
砂
』
を
敷
い
て
も
ら

研
修
会
な
ど
に
参
加
し
た

像
管
理
な
ど
の
課
題
も
あ

栽
培
な
ど
、
潤
い
の
あ
る
町

シ
シ
へ
の
対
策
と
し
て
、
見
当

故
件
数
は
、
物
損
事
故

り
、
優
し
い
心
で
の
運
転
を

70

っ
た
。
多
少
の
効
果
は
見
ら

り
、
津
市
防
災
室
の
指
導
を

り
、
時
間
を
か
け
て
検
討

づ
く
り
に
む
け
支
援
し
て

山
周
辺
の
自
治
会
で『
環
見

件
、
人
身
事
故
５
件
が
発
生

お
願
い
す
る
。

れ
た
。
最
終
的
に
は
校
庭
の

得
な
が
ら
、
各
自
治
会
で
避

し
て
い
き
た
い
。

い
る
。

当
山
獣
害
対
策
委
員
会
』
を

し
て
い
る
。

芝
生
化
で
あ
る
が
、
遊
具
付

難
訓
練
を
実
施
し
た
り
し
、
◇
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

立
ち
上
げ
、
猟
友
会
の
協
力

最
も
事
故
件
数
が
多
い
の
は

近
な
ど
か
ら
効
果
を
み
な

迫
り
く
る
巨
大
地
震
に
備

興
は

を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

第
三
銀
行
前
の
信
号
の
あ
る

が
ら
や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。
え
て
い
き
た
い
。

䦍
水
谷
氏

る
。
昨
年
度
だ
け
で
も
十
五

交
差
点
付
近
で
６
件
、
二
番

関
係
者
と
意
見
交
換
を
す

䦍
水
谷
氏

一
身
田
地
区
で
は
、
町
民

頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し

目
は
岩
崎
病
院
か
ら
中
野

る
予
定
で
あ
る
。

秋
ご
ろ
に
初
め
て
の
試
み

球
技
大
会
や
町
民
運
動

た
。
今
後
も
、
こ
の
委
員
会

に
抜
け
る
二
百
石
橋
北
詰

䦍
水
谷
氏

で
あ
る
が
、『
炊
き
出
し
訓

会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

を
中
心
に
取
り
組
み
を
進

高
田
本
山
か
ら
一
身
田

練
』
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

会
、
盆
踊
り
大
会
、
凧
揚

め
て
い
き
た
い
。

化
財
の
約
半
数
が
こ
の
地
区

小
へ
続
く
道
路
の
拡
幅
問
題

た
、
尾
鷲
市
防
災
セ
ン
タ
ー

げ
大
会
な
ど
を
実
施
し
て

◇
一
身
田
地
区
の
観
光
は

に
あ
る
な
ど
か
ら
観
光
発

で
あ
る
。
交
通
量
が
多
い
に

を
視
察
し
、
こ
の
地
区
の
防

い
る
。
幅
広
い
年
齢
層
の
方

䦍
望
木
氏

展
の
要
素
が
あ
る
。
市
長
も

も
か
か
わ
ら
ず
道
路
幅
が

災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
ん

々
が
参
加
し
て
い
た
だ
け

こ
の
地
区
の
活
性
化
の
一
「
ち
ょ
こ
っ
と
観
光
」
と
し
て

狭
い
。
抜
本
的
に
解
決
す
る

で
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
き

つ
は「
観
光
」
で
あ
る
。
津
市

の
一
身
田
に
期
待
し
て
い

暑
い
夏
は
ま
も
な
く
。
一
身
田
で
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の

に
は
時
間
が
必
要
で
あ
り
、

◇
防
犯
へ
の
取
り
組
み
は

た
い
。

か
ら
景
観
計
画
の
重
点
地
区

る
。
今
後
は
高
田
本
山
や
関

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

回
目
の「
一
身
田
七
夕
ま

34

と
し
て
認
定
第
一
号
を
受

係
団
体
と
共
に
外
国
人
誘

つ
り
」
は
、
手
作
り
ゲ
ー
ム
や
自
衛
隊
な
り
す
ま
し
撮

け
て
お
り
、
ま
た
津
市
の
文

致
に
も
力
を
入
れ
、
地
域
住

影
会
が
見
も
の
。
ま
た
、
こ
の
日
に
津
ク
イ
ー
ン
に
よ
る

民
が
外
国
語
で
挨
拶
が
で
き

七
夕
撮
影
会
も
行
わ
れ
る
予
定
。「
暑
い
夏
に
熱
い
祭

考
え
る
。
軽
自
動
車
な
ら
ば

る
よ
う
冊
子
が
配
布
で
き
れ

り
に
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
七
夕
ま
つ
り
実
行

台
く
ら
い
置
け
そ
う
だ
」

ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

委
員
長
の
岡
裕
貴
さ
ん
は
呼
び
か
け
る

20ト
イ
レ
に
関
し
て
は
、「
一
身

♢

♢

討
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

田
小
学
校
だ
け
で
な
く
他

二
時
間
ほ
ど
話
を
伺
っ
た
。

一
身
田
盆
踊
り
大
会
は
記
録
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
校
庭

校
か
ら
も
同
様
の
要
望
が

こ
の
他
に
も
様
々
な
課
題
や

も
１
０
０
回
を
超
え
る
歴
史
あ
る
催
事
で
あ
る
。
行
燈

５
月

日
（
日
）
、
一
身
田

内
全
域
で
、
こ
れ
ま
で
１
１

西
側
の
ト
イ
レ
は
老
朽
化

届
い
て
い
る
。
少
し
時
間
を

問
題
点
も
話
題
と
な
っ
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
、
折
り
鶴
コ
ン
ク
ー
ル
も
見
も
の
だ
。
。

28

公
民
館
会
議
室
で「
第
４
回

７
回
行
わ
れ
て
い
る
。

が
甚
だ
し
く
、
し
か
も
、
外

下
さ
い
」
と
述
べ
た
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
地

一
身
田
地
区
地
域
懇
談
会
」

一
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
、
学

か
ら
見
え
る
。
改
善
し
て
ほ

会
場
か
ら
は
、
一
小
の『
飛

区
住
民
で
で
き
る
こ
と
、
津

が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
懇

校
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ

び
に
く
い
砂
』
に
つ
い
て
、
詳

市
と
連
携
し
取
り
組
み
こ
と

談
会
は
前
葉
市
長
肝
い
り
の

い
。
校
舎
北
側
を
有
効
利

た
。

し
い
調
査
を
行
い
、
そ
の
デ

な
ど
に
分
け
、
安
全
で
安
心

施
策
で
、
直
接
市
長
と
地
域

用
す
れ
ば
か
な
り
の
台
数

こ
の
こ
と
に
対
し
市
長
は

ー
タ
を
教
え
て
ほ
し
い
と
の

な
町
づ
く
り
に
ま
い
進
し
た

住
民
と
の
対
話
集
会
で
、
市

が
確
保
で
き
る
。
是
非
、
検
「
駐
車
場
の
件
に
つ
い
て
は

意
見
が
で
た
。

い
も
の
で
あ
る
。

一 身 田 の 新 聞 平成２９年７月１日号
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が
楽
し
い
と
感
じ
る
生
徒

今
か
ら
約
２
０
０
年
前
の

と
が
、
結
構
紙
面
を
さ
い
て

う
に
言
わ
れ
た
。

落
を
通
っ
て
く
る
コ
ー
ス
、
ま
っ
て
い
た
経
石
を
ラ
ク
ダ

を
増
や
し
た
い
と
考
え
て

文
政

年
（
１
８
２
７
年
）
一

記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
先
約
の
神
戸
（
鈴

江
戸
橋
ま
で
来
て
、
伊
勢

の
背
に
乗
せ
て
、
御
堂
か
ら

10

い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
会
活

身
田
に
ラ
ク
ダ
が
や
っ
て
来

こ
の
ラ
ク
ダ
は
ペ
ル
シ
ャ
産

鹿
市
）
を
済
ま
せ
た
後
、
伊

別
街
道
に
入
り
、
中
野
・
紅
葉
堂
ま
で
運
ば
せ
、
傍

動
や
学
校
行
事
、
部
活
動

た
と
い
う
記
述
が
、「
河
芸

ま
れ
の
オ
ス
と
メ
ス
の
２
頭
で

勢
街
道
を
南
下
し
、
伊
勢

大
古
曽
を
通
っ
て
く
る
コ
ー

ら
に
埋
め
た
と
さ
れ
て
い

に
積
極
的
に
取
り
組
ま

町
郷
土
史
」
（
昭
和

年
河

文
政
４
年
（
１
８
２
１
年
）
、

上
野
宿
を
通
っ
て
一
身
田
へ

ス
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

る
。

53

こ
の
４
月
に
赴
任
し
ま
し

向
上
を
図
る
学
校(

さ
と

せ
、
さ
ら
に
元
気
あ
ふ
れ

の
道
で
は
か
な
り
遠
回
り

た
校
長
の
横
山
徳
浩
で
す
。
く)

○
自
分
や
他
者
を
大

る
学
校
を
目
指
し
ま

に
な
る
（
こ
の
当
時
、
津
関

平
成

年
度
ま
で
教
頭
と

切
に
し
、
安
心
・
安
全
で
居

す
。

一
身
田
地
域
は
、

線
や
高
田
本
山
駅
前
か
ら

26

し
て
本
校
に
勤
務
し
て
お
り

場
所
の
あ
る
学
校(

や
さ
し

伝
統
的
な
行
事
や
環
濠
清

栄
町
へ
ぬ
け
る
道
は
未
だ

ま
し
た
の
で
、
２
年
ぶ
り
に

く
）
○
地
域
に
根
ざ
し
た

掃
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

存
在
し
て
い
な
い
）
。

再
度
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

人
を
育
て
る
学
校(

た
く
ま

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

寺
内
町
で
は
、
沿
道
に

な
り
ま
し
た
。

し
く
）

す
。
本
校
生
徒
も
生
徒
会

芸
町
教
育
委
員
会
発
行
）
に

オ
ラ
ン
ダ
人
が
長
崎
に
連
れ

向
か
っ
た
。
文
政

年
二
月

集
ま
っ
た
マ
ゲ
を
つ
け
た
人

10

本
年
度
も
学
校
教
育
目

３
年
前
よ
り
、「
学
び
合

や
部
活
動
を
中
心
に
参
加

載
っ
て
い
る
。

て
来
て
お
り
、
翌
々
年
の
夏

の
こ
と
で
あ
る
。

々
が
見
守
る
中
、
未
舗
装

標
を
、「
さ
と
く
、
や
さ
し

い
」
の
授
業
を
推
し
進
め
、
し
、
地
域
の
一
員
で
あ
る

一
身
田
は
、
昭
和
の
大
合

頃
か
ら
見
世
物
に
す
る
た

行
程
は
、
小
川
か
ら
高
佐

の
寺
町
通
り
を
悠
々
と
歩

く
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
生

学
力
の
向
上
と
生
徒
同
士

と
い
う
自
覚
を
さ
ら
に
高

併
で
津
市
に
編
入
さ
れ
る

め
、
京
阪
地
方
か
ら
江
戸
に

方
面
へ
、
そ
こ
か
ら
丘
陵
づ

い
て
、
専
修
寺
山
門
へ
向
か

徒
の
育
成
」
と
し
ま
し
た
。

を
つ
な
ぐ
こ
と
を
大
切
に

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

前
は
河
芸
郡
一
身
田
町
と

か
け
て
巡
業
し
て
い
た
。
津

た
い
の
道
で
田
端
の
集
落
を

っ
た
ラ
ク
ダ
の
姿
が
想
像

○
確
か
な
学
力
の
定
着
と

し
、
授
業
が
楽
し
い
、
教
室

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

称
し
た
。

こ
の
た
め
、
先
述

に
も
来
て
い
た
。

ぬ
け
て
き
た
も
の
と
考
え
ら

さ
れ
る
。

ま
す
。

の
書
籍
や
「
河
芸
郡
史
」
（
大

こ
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
高

れ
る
。

専
修
寺
で
は
、
紅
葉
堂

１
８
２
７
年
建
て
ら
れ
た
小

も

み

じ

ど

う

正
７
年
河
芸
郡
史
編
纂
会

田
本
山
第

世
円
詳
上
人

他
に
も
町
屋
か
ら
志
登

が
同
年
正
月
二
十
日
に
落

堂
。
庭
園
に
紅
葉
が
多
か
っ
た
の

19

な
公
園
で
す
。
展
望
台
か

発
行
）
の
中
に
一
身
田
の
こ

は
、
一
身
田
に
立
ち
寄
る
よ

茂
川
を
渡
河
し
て
平
野
の
集

成
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
集

で
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
。

ら
は
名
古
屋
市
内
や
岐
阜

市
内
ま
で
一
望
で
き
ま

ら
ト
ー
タ
ル
で
街
づ
く
り
に

会
議
が
開
催
さ
れ
、
町
の
現

通
グ
ル
ー
プ
の
乗
合
バ
ス
路

方
は
、
タ
カ
モ
リ
タ
ク
シ
ー

来
て
も
ら
え
る
タ
ク
シ
ー

す
。

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

状
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が

線
で
は
、
返
納
者
本
人
と
、
・
久
居
交
通
・
椋
本
中
川
タ

で
出
掛
け
ら
れ
て
は
い
か

５
月

日
（
月
）
、
地
区
社

ー
ル
の「
プ
リ
ン
セ
ス
ホ
ー
ル

花
を
見
て
怒
る
人
は
誰

６
月
１
日
に
は
第
一
回
の

取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ご
家
族
・
友
人
等
の
同
伴
者

ク
シ
ー
・
の
３
社
の
タ
ク
シ

が
？
！

29

協
主
催
フ
ラ
ワ
ー
委
員
会

雅
」
が
あ
り
ま
す
。

も
い
ま
せ
ん
。
も
っ
と
、
も
っ

１
名
が
、
運
賃
支
払
時
に
運

ー
を
１
割
引
き
で
利
用
す

研
修
で
、
岐
阜
県
可
児
市
の

午
後
か
ら
訪
れ
た
木
曾

と
美
化
運
動
に
ま
い
進
し

転
経
歴
証
明
書
を
提
示
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（

各
家
庭
の
郵
便
箱
を
木
製

65

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
と
木

三
川
公
園
は
日
本
一
大
き

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

れ
ば
半
額
で
乗
車
出
来
ま

才
以
上
で
事
前
の
登
録
が

に
替
え
て
み
る
の
は
ど
う

曽
三
川
公
園
を
視
察
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
津
市
在
住
の

必
要
）
。
自
宅
ま
で
迎
え
に

で
し
ょ
う
か
？
ご
家
庭
で

し
た
。

最
近
、
高
齢
者
に
よ
る
交

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
運
転

話
し
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

可
児
市
花
フ
ェ
ス
タ
記
念

通
事
故
が
数
多
く
報
道
さ

免
許
証
の
返
納
に
伴
う
い
く

幸
い
で
す
。

公
園
は

花
フ
ェ
ス
タ
ぎ
ふ
」

体
を
維
持
で
き
な
い

危
機

れ
、
一
方
で
は
運
転
免
許
証

つ
か
の
特
典
に
つ
い
て
ご
紹

さ
ら
に
、
今
年
度
よ
り

’９５

会
場
を
整
備
し
、
平
成
８
年

的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

の
自
主
返
納
が
話
題
に
な
っ
介
し
ま
す
。

無
住
の
家
屋
が
撤
去
指
示

オ
ー
プ
ン
の
都
市
公
園
で

一
身
田
商
工
振
興
会
は
㈱

ー
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
あ

受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
商
工

て
い
ま
す
。
一
身
田
地
区
で

ま
ず
、
返
納
す
る
と
、

対
象
物
件
と
認
定
さ
れ
ま

す
。
広
大
な
敷
地
に
世
界

全
国
商
店
街
支
援
セ
ン
タ

る
。
経
済
産
業
省
よ
り「
は

会
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
、

も
運
転
免
許
証
の
自
主
返
「
写
真
付
き
運
転
経
歴
証

市
長
と
の
地
域
懇
談
会

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

す
と
、
所
有
者
に
は
更
な

中
か
ら
集
め
ら
れ
た
バ
ラ
約

ー
の「
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
作

ば
た
く
商
店
街

選
」
に

自
治
会
連
合
会
、
婦
人

納
を
考
え
て
い
る
方
が
お
見

明
書
」
が
警
察
署
よ
り
発
行

で
、
毛
無
川
の
水
質
浄
化
に

た
。
今
後
に
期
待
し
た
い
と

る
税
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
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５
，
０
０
０
種
は
圧
巻
の
一

成
支
援
事
業
」
を
受
講
す

認
定
さ
れ
た
一
身
田
商
工

会
、
高
田
本
山
、
百
五
銀

え
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
れ
ま
す
、
こ
れ
は
運
転
免

む
け
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
こ
ろ
で
す
。

に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

言
、
満
開
の
ば
ら
に
感
動
し

る
。

振
興
会
で
は
あ
り
ま
す

行
、
高
田
短
大
、
三
重
短

し
か
し
、
返
納
後
の
交
通
手

許
証
同
様
に
、
身
分
証
明

具
体
的
に
は
、
夏
季
に
な
る

ま
た
、
景
観
重
点
地
区

市
の
調
査
後
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
活
性
化
に
対
し
て

が
、
一
身
田
の
商
店
街
の

大
、
行
政
な
ど
、
地
域
の

段
を
考
え
る
と
躊
躇
し
て
し

書
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、

と
大
沢
池
に
繁
茂
す
る
ヒ
シ

補
助
金
制
度
に
基
づ
く
取

る
の
で
、
現
時
点
で
は
あ
り

こ
の
敷
地
内
に
は
、「
花
の

の
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な

店
舗
減
少
は
確
実
に
進
ん

各
機
関
に
も
加
わ
っ
て
い
た

ま
う
の
が
実
状
で
は
な
い
で

今
年
３
月
１
日
よ
り
三
重
交

の
軽
減
あ
る
い
は
絶
滅
対
策

り
組
み
が
、
市
内
ト
ッ
プ
で

ま
せ
ん
が
、
お
知
り
お
き

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
、
大
温
室
の

い
商
店
街
が
自
ら
課
題
解

で
お
り
、
今
、
手
を
打
た
な

だ
き
、「
一
身
田
印
事
業
」

で
、
現
在
す
で
に
進
め
ら
れ

実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
さ
い
。

「
花
の
地
球
館
」
、「
花
の
タ

決
に
向
け
て
計
画
づ
く
り
を

い
と
近
い
将
来
商
店
街
と

な
ど
、
現
在
取
り
組
み
中

今
、
町
中
の
所
々
に
消

一
方
、
新
築
の
届
け
出
が

ワ
ー
館
」
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト
ホ

す
る
た
め
の
、
支
援
セ
ン
タ

し
て
の
基
本
的
な
機
能
自

の
事
業
と
も
連
携
し
な
が

会
、
来
年
１
月
の
親
子
凧
作

火
器
の
赤
い
ボ
ッ
ク
ス
が
、
該
当
す
る
地
区
内
に
数
件

毎
回
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を

り
、
２
月
の
凧
揚
げ
大
会
な

渋
い
木
製
の
箱
に
替
わ
っ
て

あ
る
と
の
報
告
を
い
た
だ

貸
し
て
下
さ
る
方
や
、
花

ど
へ
参
加
、
お
手
伝
い
さ
せ

い
ま
す
。

ま
た
、
更
な
る

き
ま
し
た
。
よ
い
所
が
い
っ

壇
に
合
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
耕

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

ぱ
い
あ
る
一
身
田
だ
と
考

運
機
を
ご
持
参
い
た
だ
く

一
身
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
駅
伝
大

最
後
に
一
身
田
ス
ポ
ー
ツ

え
て
、
ツ
イ
の
住
ま
い
を
望

方
も
あ
り
、
皆
さ
ま
方
の

団
は
昭
和

年

月
に
日

会
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
、

少
年
団
で
は
小
学

～

身
田
小
学
校
の
南
グ
ラ
ン
ま
れ
る
と
い
う
の
は
、
我
々

41

4

1

5

５
月

日
、
一
身
田
地
区

童
と
私
た
ち
で
掘
り
起
こ
し

ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
て

本
体
育
協
会
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

津
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス

年
生
の
団
員(

女
の
子
も

)

ド
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す

一
身
田
に
住
む
者
に
と
っ

20

OK

フ
ラ
ワ
ー
推
進
委
員
会
、
教

て
お
い
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球

お
り
ま
す
。

少
年
団
の
認
定
を
受
け
て

ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
め

の
で
見
学
や
体
験
に
お
越

て
う
れ
し
い
こ
と
で
は
あ
り

職
員
、
民
生
委
員
・
児
童
委

根
の
整
理
、
そ
し
て
、
私
た

５
月

日
に
私
た
ち
で
、

誕
生
し
、
今
年
で
創
立

年

す
。

て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
子

し
く
だ
さ
い
。
一
身
田
ス
ポ

ま
せ
ん
か
？
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52

の
応
援
を
得
、
総
勢

名
で

ち
だ
け
で
は
な
か
な
か
手
に

６
月

日
に
一
小
園
芸
委

目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
の
一
身
田
地
区
の
行

ど
も
さ
ん
も
基
礎
か
ら
親

少
の
概
要
や
活
動
内
容

今
後
も
寺
内
町
の
整
備

33

12

夏
の
花
を
植
え
る
前
の
耕
作

負
え
な
い
増
え
す
ぎ
た
水
仙

員
の
皆
さ
ん
と
花
苗
を
植

現
在
、
一
身
田
小
学
校
や

事
で
は
、
７
月
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

切
・
丁
寧
に
指
導
さ
せ
て
い

は
、
一
身
田
ス
ポ
ー
ツ
少

や
も
ち
ろ
ん
、
住
み
よ
い
街

を
し
ま
し
た
。

の
球
根
の
掘
り
起
こ
し
等
を

え
て
完
成
し
ま
し
た
。

栗
真
小
学
校
の
１
年
生
か

ル
フ
大
会
、
８
月
の
盆
踊
り

た
だ
き
ま
す
。
土
曜
日
は
午

年
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

づ
く
り
に
む
け
、
一
層
の
ご

事
前
に
園
芸
委
員
会
の
児

お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
。

ら
６
年
生
の
男
女

名
が

大
会
、
９
月
の
町
民
大
運
動

前
中
、
日
曜
日
は
終
日
、
一

ご
覧
く
だ
さ
い
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「
平
成

年
度
の
活
動
方
針
」
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一
身
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
長

小
澤
康
孝

会
長

中
西

万
喜
夫


